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図13石灰質ナンノ化石基準面にもとづく地層の対比
?
日本海沿岸地域に発達する股上部新生界の石灰質微化石届序
9.‘おわりに
佐渡島に分布するいわゆる沢根層にも，日本海沿岸地域の最上部新生界で認められてい
る底生有孔虫化石帯が確認された。しかし，同時間面である石灰質ナンノ化石基準面を用
いると,新潟地域と同じ底生有孔虫群集が,時代を異にして現れていることが明らかとなっ
た。男鹿半島と秋田地域の間に確認されていた，C7劫”gゆんj鋭"籾"6giZoneと[ﾉiﾉ鞍γ力za
s郡助97竜γ力zaZoneの境界の年代の違いが,新潟地域と佐渡島の間にも存在することが確認
され,ともに脊梁山脈に近い地域の方が浅海化が早〈に生じていることが明らかとなった。
今後,これを契機として日本海側後期新生代の地史解明の試みが一屑進むことを期待した
い。
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